
第18回「戦争と医の倫理」の検証を進める会世話人会 会議報告 

 

◇日 時  2012 年 4月 22日(日) 10 時 30分～16時 全体会議 

◇場 所  大塚・ラパスビル会議室 
◇参加者  西山勝夫代表世話人、小島荘明、肥田泰、光石忠敬、山口研一郎各常任世話人、

住江憲勇事務局長、刈田啓史郎、村林彰各世話人 

     （事務局）原文夫、杉浦秀明、木村徳秀、室井正各氏 

◇議長 西山代表世話人 

◇報告及び協議事項 

１．第17回各世話人会（12.3.25）会議報告の確認について 

  事務局より要点を報告。「人体の不思議展」に関する日本医師会生命倫理懇談会の記述部

分を一部訂正し了承。 

 

２．パネル集（案）の検討について 

（１）第 1部～第４部のパネル案について 

  第 1 部～第４部までのパネルは、杉浦事務局員より、「3-2」パネルは、写真説明の表記

修正。「3-27」パネルは、出典の著書・著者名の明記。「4-8」パネルは、代表的なポジショ

ン事例として整理作業中であることが報告され、確認した。 

 

（２）第 5部のパネル案について 

第 5 部については、西山代表世話人より整理中のものも含めた報告と提案があり、討論

で出された意見を含めて整理することとした。各パネルの整理要点は、下記のとおり。 

・「5-2」パネルは、ウィクラー教授の講演引用文を参加者にもわかりやすく表現する。 

・「5-6」パネルは、ドイツの精神神経学会（ＤＧＰＰＮ）シュナイダー会長から追悼集会

の写真掲載などの許可を得たこと。その邦訳文（岩井一氏）にアクセスできるよう訳者

に打診中であること（訳者の了解を得てから学会にも了解を得る）。 

・「5-7」パネルは、医の倫理教育のアンケート結果について、07年当時と同様の設問のた

め今回の調査で未回答となった大学も考えられること。日本、ドイツ、中国のそれぞれ

の違いから教訓を明らかにするため、前回調査（中国は今回のみ調査）を含めた集計と

して整理（グラフ化）する。 

・「5-8」パネルは、「公用令書」をより鮮明なものに差し替える。 

・「5-9」パネルは、米軍マネーの資金提供に「医療分野」が含まれるか調査する。朝日新

聞からの引用図は鮮明なものにする。 

・「5-11」パネルは、わかりやすく文章を整理する。 

 

（３）パネル集全体の構成（目次）、第1～5部以外の準備について 

①パネルの作成項目を反映した「目次」案が出され、パネル等の 終確認にそって整理

することとした。なお、「開催趣意書」「はじめに」は、確認済みである。 

②「宣言案」については、起案者の西山代表世話人から、京都開催となったこともふま

えた修正案をＭＬに発信し、次回世話人会で確認する。 

 

（４）パネル展示などの準備について 

 ①現在までのパネル作成予定枚数は124枚で、予備6枚として130枚程度の見込み。 



 ②展示上の留意点は、明治大学、立命館大学の各展示会場は、小中学生、高校生などが多

いことにも配慮した展示を工夫する。 

 ③立命館大学の展示では、ガラスケースでの現物展示ができる。このため明治大学資料館

の山田朗館長より、石井式濾水器濾過筒、雑書綴の貸出の了解をいただいた。 

 ④パネル内容の 終確認については、次回世話人会で整理を行ったうえで、顧問はじめ皆

様に監修していただけるよう準備する。 

 ⑤さらに、「パネル集」の発行、翻訳作業の準備もすすめる。 

 ⑥「パネル集」の付属資料についても、収載項目をあげ検討する。 

 

３．国際シンポとパネル展示の企画について 

 以下の内容で準備を具体化していくことを確認した。 

＜国際シンポジウム＞ 

（１）海外代表の講演者 

    Till Bastian氏 来日が確定（11/16 来日、11/18 帰国：関空発着）した。 

（２）開催日時・会場など 

   日時 2012 年 11月 17日（土）15:00～18:00シンポ/18:30～20:30懇親会 

会場 京都大学百周年記念ホール（借用時間9:00～21:00） 

   規模 500 人（超える場合は、パネル展示の国際交流ホールⅠでの放映も可能） 

（３）日本からの講演者、座長の予定について 

   日本からの講演者は、前回予定の刈田啓史郎世話人にお願いする。座長については、

小俣和一郎常任世話人がシンポジウムへの参加が難しいため、香山リカ世話人にお願い

するよう相談する。また、小俣常任世話人から寄せたれている意見については、次回世

話人会までにお話の機会を予定する。 

＜パネル展示＞ 

（１）京都大学での会場と日程 

 ＊展示会場 各ホール100名規模【間仕切と開放可】 （借用時間9:00～21:00） 

   国際交流ホールⅠ 11/17（土）～11/21（水）＊17日懇親会会場  

   国際交流ホールⅡ 11/16（金）～11/21（水） 

   国際交流ホールⅢ 11/16（金）～11/21（水） 

＊世話人会・事務局の控室等の会場 （借用時間9:00～21:00） 

   会議室Ⅱ（18名規模） 11/16（金）～17（土）、19（月）～21（水） 

   会議室Ⅲ（30名規模） 11/18（日） 

※１ 国際シンポ、パネル展示、懇親会の各会場とも、京都大学百周年時計台記念館内に

あり会場移動が便利。 

※２ 各会場設営、機材備品、冊子等印刷、通訳などの手配は、京大生協コンベンション・

サービスセンターで対応が可能。 

（２）立命館大学国際平和ミュージアムでの会場と日程 

 ＊展示会場 【ミニ企画展示室】 

    ・可能なパネル展示枚数 ２１枚 

・ガラスケースでの展示も可（縦52×横140×高さ 27） 

・アクリルケース（44×44×25など）あり 

＊展示期間 9/14（金）～10/8（月） 

※１ 今年度の展示案内リーフに当企画を掲載、広報する。 



※２ チラシでの広報（6月末までに提出・確認）、マスコミ案内も行う。 

（３）明治大学での展示等について 

 駿河台キャンパスでの常設展示場や会議室は学内予定との関係で困難との返答をいただき、

山田朗教授（資料館長）に4/19お会いし、下記の確認と検討をお願いした。 

①今回も資料館との「共催展示」として開催する。 

 ②資料館の「企画展」として、資料館壁面で展示（9/12～10/27）開催で検討する。 

 ③立命館大学でのガラスケース展示との関係では、石井式濾水機濾過筒、及び「雑書綴」

（生物兵器などの開発関連資料も含む）の貸出は可能である。 

 ④上記展示企画について「資料館だより」などで広報していただける。 

 

※会場使用料などの概算費用は、世話人会資料参照。 

 

４．その他 

（１）次回開催予定 5月 27日（日）10：30～16：00 当初、東京保険医協会で予定したが、

その後の事情により、大塚ラパスビル2階会議室で開催。 

（２）その他 

  雑誌「世界」12 年 5 月号に掲載された「731 部隊 埋もれていた細菌戦の研究報告」

の論文が紹介された。 

 
以上 


